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創部60周年記念
平成25年6月15日

慶應義塾大学　福利厚生機関　共済部　／　三田共友会
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「共済部の思い出」

昭和31年・法学部法律学科卒業　杉山　巌

　小生は昭和27年の入学なので、この頃、共済部も発足したと思われる。正確には一級上の藤森さんや本間さんが詳しいのだが、ご両人の話によれば当初、慶応義塾の事務局（塾監局）・学生部の仕事が一部、自治委員会に委託され、共済部と協同組合が生まれ、これに応援指導部が加わって三部が執行部となっていた。
わが部は学生下宿やアルバイト、拾得物の保管等の業務を任されていた。独立した部屋を持ち、女性の事務員や公衆電話を持って、小さいながらもまとまった運営が出来ていた。不動産の仲介業者がほとんどいなかった時代なので、新学期は下宿の案内で賑わった。日吉駅の反対側は間貸しの家が多く、上京した学生であふれていた。アルバイトはお中元やお歳暮の時期に三越をはじめデパートからの配送の仕事が多かったように思う。この頃から、家庭教師は高給な職種の一つであった。

　ところが実態は仲間のたまり場で、ここから麻雀、ビリヤード、自由が丘・渋谷・銀座方面の盛り場へと三々五々出発するのであった。日吉も三田も、わが部室は格好の集合場所であり、また待ち合わせの場所であった。

　つらいことは忘れてしまったが、素晴らしい先輩諸氏や後輩諸君に恵まれ、皆で旅行や宴会を楽しんだことは記憶に新しい。同僚の内田君は塾内事情に詳しく、亡くなった高山君は銀行家の息子さんらしく几帳面で数理に明るかった。四ツ谷の寺田さんは内科医で、今でもお世話になっている。後輩諸君も多士済々、小さいながらも楽しい部であった。
　すっかり年をとってしまったが、総会の時だけでなく、連合三田会の時に、日吉の部室を開放して、老若男女和気藹々と一杯やれるチャンスを作れないものだろうか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾生会館（日吉）
「姫のトラウマ退治」
昭和37年・商学部卒業　西山 景司
今春中3孫娘の幼少時。生後ふさふさとした真っ黒な髪がとてもよくお似合い、いつもニコニコ愛嬌たっぷりなのも売り物だった。
さて、12年前の平成13（2001）年7月、私は近来稀な猛暑のため熱中症でダウンした。緊急入院し髄液検査の結果、ウイルス性脳炎と診断され、半月程のベッド生活を強いられた。毎晩昏睡状態が続き、夢さえも見られなかったが、お陰様で投与薬が功を奏したのだろうか十日間ほどで体調が快方に向かい、すぐれなかった気分も落着きを取り戻していた。だが恐ろしいことに後遺症に見舞われる公算が大、つまり、トラウマ（心の傷）に悩まされる心配がなきにしもあらず、だったとか。
案の定、退院後やはり懸念していたとおりその後遺症に少なからず苛まれ、身体に宿されたトラウマはそう易々とはおさらばしてくれなかった。
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自宅でうなされていたとある晩、奇妙奇天烈なことに
《じいじ、じいじー、京ちゃん、京ちゃんだよー！》と、
当時いたいけ盛りの1歳と4ヶ月半で2月に渡欧した孫
娘＝京花（愛称・『姫』）から呼び起こされ目が覚めた。
ところが何とまさしくこれは正夢だったのである。
折しも一時帰国中の9月末には満3歳を迎える孫娘に、
図らずも寝室のベッドのそばで晴れてツーショットの再
会、
｢じいじ、京ちゃんのお願いだからさぁー、早く元気に
なってちょうだいよねッ！｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 トラウマ（？）
と、このパワフルな一言に勇気百倍、大い
に元気付けられた。どんな名医・良薬にも優る「姫」の励ましは誠にありがたく、京花の
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強烈なパワーが何とトラウマを立派に退治してくれたのである。
　「姫」の一時帰国後、再びトラウマに取り憑かれないよう心身ともに健康には十全留意、当然、ダウン時のフラッシュバックの想起や一定期間後に反応があると言われるＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）阻止にも万全を期して心掛けたのは言うまでもない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＴＳＤ（！）
「秋田美人の話」

　　昭和38年・法学部法律学科卒業　小松　康浩
これから書くことは、私が平成2年から約4年間秋田に単身赴任したときに、夜な夜な酒場をふらふらしている間に、耳にした話であります。
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秋田美人といっても顔立ちが良い人ばかりがいる訳ではありませんが、一つ言えますことは、肌が白い人が比較的多いように思われます。そしてなぜ肌が白いのかについては、日照時間が短い、雪が多いので乾燥しない、水が良く米がおいしい、などという様なことが言われております。又俗説として、家康から国替えを命じられた水戸の佐竹公が秋田に来る時に美人を大勢引き連れてきたので、それが秋田美人の素になったのだ、という話もあります。
以上は前置きで、これからが本題になります。
秋田美人と一口に言っても県南の雄物川流域（地名としては、湯沢・横手・大曲・秋田）の美人は、ポッチャリ型が多く、県北を流れる米代川流域（大館・能代）は面長の美人が多いとのことです。
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そうして、なんといっても秋田美人の最大の中心地は、桧内川沿にある角館であります。具体的な例としては、藤あや子などがその代表格と言えるでしょう。今の人には、わからないと思いますが、櫻田淳子もポッチャリ型の秋田美人といえるでしょう。
また、角館には、角館南高校という女
子高があって、下校時に校門から出てく
る女学生を見に行くという、「角南」ツア
ーなるものがあるという話を聞いたこと
があります。
以上が、秋田美人について私が知って
おりますおおまかな内容です。
最後に、秋田は女性だけでなく、数多
くの鄙びた温泉・おいしい日本酒・日本
海の新鮮な魚貝類・豊かな自然など誠に
良いところですから、ぜひ一度秋田を訪
ねられたら、如何でしょうか。
[image: image11.jpg]



「創部60周年に思う」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年・経済学部卒業　小山　正之
共済部創部60周年、誠におめでとう。私が共済部に入部したのが1963年だから、私にとって今年は丁度50周年ということになる。早いものである。大学に入学した当初、私はいわゆる五月病に罹った。学生が想像以上に多くて自分の存在に迷いが生じたからだ。そんな折、日吉の中央広場に面した校舎の窓に、「塾唯一のオアシス、新入部員募集」という貼り紙を見つけ、かすかな希望を抱いて共済部のドアを叩いた。すると上級生から入部にあたっては面接をすると言われびっくりした。面接では入部の動機や麻雀のことを随分と聞かれた。
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　入部してみるとクラブは1学年4～5名の少人数で和気藹々と楽しく、また部室には事務員さんや電話もあり、実に良いクラブに入ったと喜んだ。日吉でも三田でも学校に行くとまず共済部の部室を覗いた。すると私の友人達もしょっちゅう部室に立ち寄り、そこから授業や麻雀屋に繰り出した。年2回あった旅行も本当に楽しかった。山陰、九

浜木綿（三田）　　　　　　　　　　　　州、東北、北陸、四国と、思い出が沢山残っている。宿では麻雀が盛んで麻雀をしないとつまらな

いので、私もとうとうやる羽目になった。それからは麻雀漬けの日々になった。とくに中

島君の下宿でよくやったのを覚えている。

大学を卒業する時、自分は経済学部でなく共済学部を卒業した気がした。それほど私にとっては共済部生活そのものが大学生活であった。多分多くの共済部員がそのような思いで大学を卒業していったのではないかと思う。
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それならば卒業してからもずっとその気持ちを忘
れないでいることが大切だ。共済部・三田共友会が
今日あるのは、藤森さん、杉山さんを始めとした先
輩たちのご努力・ご尽力に負うところが大きい。60
周年という記念の年を迎えるにあたり、先輩たちに
改めて感謝の気持ちを捧げたい。
そして共済部・三田共友会がこれからもますます
発展していくことを願い、後輩の皆さんたちの活躍
を切に祈る次第である。
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　東館（三田）
「私と英語」

昭和44年・工学部卒業　山上　雅弘
中学生の頃から長い間、英語が身近に有ったように思うし、英語を使う体験もしたので、その事について書こうと思います。

私は中学生の頃、博多に住んでいましたが、板付基地（現在福岡空港）があるため、近所に多くのアメリカ人の家族が住んでいました。何か話してみたいなと思っていましたが、ある日初めて一言話かけ一回切りの会話でしたが通じ、やったという気持ちでした。その後は就職する迄英語を話す機会はありませんでした。

就職して鉄鋼関係の仕事に就きましたが、入社後、輸出の仕事が増え書類など全て英語で、入社間もない私も和訳、英訳の仕事をしました。外国のお客がよく立合いに来ましたが、通訳だと専門的な事が伝わらないので、片言まじりの英語しか話せないのですが、自分達で対応する事にしました。打合せ会議では相手の話が聞き取れず、何度も聞き返したのを覚えています。日本に数日滞在する時など、よく応対の担当になりました。一日中英会話漬けで、英会話の勉強になり、会話する勇気と自信がつきました。

入社後間もなく韓国へ出張しました。ソウルの空港に到着後、初めて先方の会社の営業の人に会いましたが、お互い相手の国の言葉が解りませんので、自己紹介など無言で手真似で奇妙なものでした。昼食が済んだ時、英会話に気付き、その後英語で話す事ができました。出発の時、バスやタクシー乗り場で話す事を名刺の裏に韓国語で書いてくれました。滞在中の言葉は、英語と日本語でした。

それから間もなくしてインドへ出張しましたが、言葉は、ヒンズー語と英語でした。ホテルや工場などで働いている人達が、皆英語を話せるので驚きました。一度映画を見た事がありますが、聞き取りはできませんでした。仕事で言葉が乱暴になったりする事がありますが、仕事をスムーズに進める上で注意しないといけません。

暫くしてアメリカへ出張しましたが、通関の時、片言まじりの英語でしたが、案外スムーズに通過する事ができました。ガソリン給油の時やレストランで食事の時など英会話が少しできると便利と思いました。会話では丁寧な表現や完了形などもよく使われており真似して使いました。JACK DANIEL WHISKY工場へ友人家族とドライブした事がありましたが、場所毎でこんな風に話したらいいと教えて貰う事もありました。テレビのニュースは聞き取れませんでした。片言まじりの英語でも話せれば、仕事はやり易く、スーパーでの買い物など生活を十二分に楽しめると思います。テネシーに一年近くいましたが、英会話では文法も大切ですが、いいたい事を心をこめて丁寧に話す事が大切と思いました。

今振り返って見ると、英語は長い間学校で勉強し、また外国の人と英語で話す多くの機会にも恵まれましたが、映画やテレビのニュースの聞き取りは難しく、韓国やインドの人達のように流暢には話せませんでした。でも、片言まじりの英語でも話せれば楽しいし、習慣や文化についても新しい発見があり面白いです。そして何よりも大切な事は、品格を高めている人と仕事をしている人は、仕事をよく理解していて尊敬される人であると思います。

定年後は、公民館での英会話（お茶飲み会）や海外出張中に友人になった人達との文通を楽しんでいます。20年以上続いており、手紙も300通程になりました。手間は掛りますが趣味としてまた英語を忘れない為にもと思いやっています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日吉キャンパスと遠景
「復興支援ボランティアに参加して」

昭和53年・経済学部卒業　加藤　俊男
（三田共友会長）
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先月、南三陸町へ災害復興ボランティアに行ってきました。若
布の仕訳など漁業支援を中心とした軽作業でしたが、現地で目の
当たりにした津波の被害にあったエリアは、2年を経過しても復興
の道半ばどころか、気が遠くなるような道のりの端緒についたばか
り、という感じでした。
　現地二泊目の夜、我々の宿舎へお越しいただいた語り部の方の
お話は、朴訥な語り口ながら震災当日の緊迫した様子を彷彿とさ
せ、貴重な体験でした。
　横浜に住み、東京へ通勤している我が身には、今でも想像を越えた光景が広がっており、震災直後はどのような状況だったのだろうか。自衛隊、警察、消防、自治体その他関係機関の方々のご尽力に思いをいたせば、被災された皆さんのご苦労とともに、改めて頭が下がる思いです。
今回のボランティア参加は、現実的な復興支援というより、自分自身の覚醒、日常への反省の一助となりました。このような機会に恵まれたことに感謝し、自身の思いを報告する次第です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「共済部創立60周年記念誌に寄せて」

昭和59年・商学部卒業　吉川　修平
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（三田共友会幹事長）
　　
　　　共済部創立60周年おめでとうございます。

　昭和27年頃創部し、　　　これまで学生自主運営のクラブとして存続できたのも、大学からのご支援と草創期の先輩方から今の現役部員に至る全ての共友会会員のご尽力の賜物であり、改めて感謝申し上げます。
　　　60年もの長きに亘り、ボランティア精神に支えられた共済部の業務が先輩から後輩へ綿々と引き継がれていることは奇跡に思われ、私たちが誇りとするところです。

　この60周年記念誌は、50周年記念誌（共友会通信）に倣い、60周年という節目に、過去の歴史を振り返り、諸先輩方に敬意を払うとともに、記録としてきちんと残したいという思いから発行を発案したものです。

　共済部は、実は過渡期を迎えています。学部数、学生数は増えても、下宿・アパートを探す地方出身者は減り続け、アルバイト紹介業務は、世間でネット化が進む中、部室の壁に物件を紙で掲示するアナログスタイルをいまだ継続しています。

　平成24年、共済部は創部して初めてホームページを立ち上げました。また、今年平成25年から、塾生はアルバイトの掲示を一部ネットで見られるようになりました。授業で忙しい中、活動してくれた学生に感謝するとともに、ネット社会に対応した大きな前進になると思います。今後、より学生のニーズに応えたサービスを提供していけるか、共済部の存在意義が問われることになるでしょう。今後の学生の活躍に期待し、70周年、80周年を迎えたいと思います。
　三田共友会も進化をしています。平成20年（2008年）会員規約を改正し、転居先不明等でどうしても連絡が取れない会員や、連絡そのものを辞退する会員等を精査し、「正会員」「休会会員」「名簿会員」の三種類に分類しました。これについては現役学生の協力を得て、毎年名簿の更新を行っています。現在「正会員」は120名ほどです。
　また、個人情報保護法の施行により、紙面による名簿の配付が難しくなったため、発行を取り止めにしました。これに伴い、印刷費や郵送費が不要になったため、年会費3,000円を当面の間徴収しないことにしました。

　共済部及び三田共友会へのお問い合わせは下記ホームページでも受け付けております。

　先輩方の温かいご指導、アドバイス、ご寄付をお待ちしております。

　※共済部ホームページ　　http://kyosaibu.jimdo.com/

「共済部の現状とこれから」
平成元年・法学部法律学科卒業　寺島　正明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三田共友会幹事）
　今回、学年幹事として総会をはじめとする記念行事のお手伝いをさせていただきましたが、その過程で自分の現役時代とは共済部を取り巻く環境が激変していることに大変驚きました。

　一番の違いは、学生総合センター（前学生部）との関係性です。

　「共済部の業務は塾生が塾に代わって行っているのであり、それ故に部室があり、事務員も配置され、電話も引かれ、手当まで支給されていた」　…多くの先輩方が口を揃えてそう語るのを何度誇らしい思いで聞いたことでしょう。

　しかし、今や共済部の財政は塾当局ではなく全塾協議会という学生団体が握り、その事務局から歳出削減を迫られた結果、ついに今年度日吉事務員の解雇にまで至っております。そして現役部員の話によれば、この過程で塾当局には過去の歴史をご勘案いただけないのみならず、現在の共済部の活動を擁護してはいただけなかった、つまり、「共済部自体、サークル同様学生の勝手な活動であり、塾が支援すべき対象ではない」との見解で一貫していたように思われたということです。

　この話を聞く限り、少なくとも私が現役部員であった頃までは実感できていた学生部（現学生総合センター）と共済部の和やかな協力関係は、夢か幻のように感じずにはいられません。そして私が感じていた誇らしさの根源である共済部の公益性、つまり共済部の活動目的が自らの楽しみにあるのではなく、自分たち以外の塾生を助けることにある点が塾当局からはもはや評価されていないようにさえ思われます。
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　しかし、共済部活動において「公益性」
が本当に確保されているのかどうかにつ
いては改めて検証する必要があるのかも
知れません。塾当局が共済部に求める公
益性とは何かを客観的に考えてみると、
「職（アルバイト）と住（下宿）に困っ
ている塾生なら誰でも共済部のサービス
を享受できる状態」と定義することがで
きるのではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　幻の門（三田）
　この観点から現在の共済部の活動を顧
みると、まず、アルバイトの斡旋と下宿の紹介に関しては、近年の不景気の影響を受けて件数自体の減少傾向は続いているものの、以前と同様仲介手数料を取らずにサービスの提供を継続しており、最低限の公益性は存在するものと考えられます。

　次に、誰でも、ということに関しては、現状の共済部の活動が日吉と三田に限定され、四谷・矢上・ＳＦＣ・芝・浦和の各キャンパスではサービスが提供されていないという実態から、全ての塾生に共済部の門戸が開かれているとは言えないように思われます。

　また、共済部のサービスが基本的には部室に来て掲示された紙を見た塾生にのみ提供されるため、共済部の存在を知らない塾生、部室の所在を知らない塾生はサービスを享受できない訳で、この点でも公共性に欠けるとの誹りは免れないところです。
　こうしてみると、現在の共済部は塾が求める公益性を十分に有しているとは言えない可能性があり、塾当局が支援に消極的であった理由もこの辺りにあるのではないかと思われる次第です。

　逆に、ここで挙げた問題点を解決することにより、今以上の公益性を保持することができれば、塾当局及び全塾協議会の共済部に対する見解を改めてもらう契機になり、何より共済部の認知度が向上し、塾生の利用が増加することでしょう。
実際のところ、近年、共済部のホームページを開設したり、アルバイト・下宿情報に携帯やパソコンからアクセスできるようにしたり、できるだけ事務員に依存しないシフトを組んだり、現役部員は一所懸命に努力してくれているところです。上記の問題点が決して新しいものではなく私が現役部員の頃から存続していることを考えるとき、それを負の遺産としてしまったことを申し訳なく思うと同時に、むしろ現役諸君の頑張りは大変ありがたく、感謝・称賛しないではいられません。
　我々ＯＢにできることは、今となっては社会人としての知識と経験と知恵を使って共済部の対外協議を側面支援することぐらいです。徒に過去の塾当局との協力関係を懐古しそれに依存するのではなく、それが現在の関係に変化した理由を現役諸君と共に確認し、新たな共済部の在り方を塾当局と模索していくきっかけや材料を提供することができれば幸いです。

　今回の記念イベントである「縁の地ツアー」のしおりにも書かせていただきましたが、慶応義塾そのものが創立以来幾度となく存続の危機に見舞われてきた歴史を有しています。　我々共友会も時代の流れや環境の変化を嘆くだけでなく、共済部の置かれた現状を冷静に判断し、時代の流れを読み、変化に対応していこうではありませんか。
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　共済部の今後の姿を考えるために、先輩の皆様

には現在の共済部がこのような問題に直面してい
ることを頭の片隅に留めていただき、また、現役
部員諸君には支援を惜しまない我々ＯＢがついて
いることを覚えておいていただいて、忌憚のない
ご意見を頂戴いたしたく、宜しくお願い申し上げ
ます。
咸臨丸（鈴藤勇次郎作）
「癸巳の歳に」
法学部政治学科4年　白川　翔太
（平成23年度共済部代表）
　今年2013年は癸巳の歳となります。「癸」は草木が枯れ、見通しがよくなった状態。見通しがよくなると物事を測るのに便利です。それが転じていろいろと法則原理を立てていかねばならぬ時期です。筋道を示すことを怠ると、陰転してしまう注意すべき時期です。「巳」は冬眠していた動物が啓蟄の時期に地表で這い出す様子を表しています。よって癸巳は従来の習わしから脱し、道筋を立てていく時期であると判断できます。
昨年、衆院選に勝利し与党となった安倍内閣は、日本再生のために新たな経済政策を整え始めました。確かに表面上の経済情勢は改善してきました。しかし、しっかりとした道筋を国民に示せないことには、国力の低下は避けられません。
　さて、共済部でも新たな試みがスタートいたします。日吉部室では事務員の方を雇わず、部員が全ての業務を行うことが決定しました。私が共済部に関わってから、初の試みとなります。慣れない部室の風景の中、部員たちは日々奮闘しております。
思えば共済部に入部し早4年が経ちます。現在の共済部には様々なイベントがあります。長距離ドライブ、ＢＢＱ、合宿、飲み会、釣り、そして日々の業務。大学生活の大事な経験は専らここで得たといっても過言ではありません。私自身、今年で卒業と考えると寂寞の思いでいっぱいです。
「大切な季節にそそぐ思い出は　あなたであふれている」私の大好きなＧＬＡＹの『Way of Difference』という曲の一節です。私にとって「あなた」とは、ともに大学生活を過ごした共済部員一人ひとりであることは間違いありません。
かの詩人ゲーテの最期の言葉は「もっと光を」でした。新体制で困窮する中でも、曲がりくねった道ではなく、しっかりとした光の道筋を示せる共済部であると信じております。繰り返しになりますが、私が現役部員として関われるのは今年限りとなります。今後も伝統と誇りある共済部の栄光を願っています。
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三田キャンパスの新緑

「共済部の課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商学部4年　大野　瑛

（平成24年度　共済部代表）

月日が経つのは早いものであっという間に大学に入って4年目になりました。平成24年度代表の大野です。ＯＢの皆様、今回の共友会にお越しいただき誠にありがとうございます。私はおそらく歴代初の女性代表で、不安要素の方が多かったのですが、頼もしい先輩・同期・後輩に囲まれて役割を果たすことができました。
昨年の共友会でお見せしたように共済部のホームページが始動したので、お時間のあるときに覗いていただけたらと思います。ＯＢの皆様向けに毎年共友会の開催日等をアップして行く予定ですのでよろしくお願い致します。
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  既にご存知の方も
いらっしゃるかと思
いますが、昨今の共
済部は全塾協議団体
というところから予
算を削減され財政難
に陥っています。唯
一の収入源である下
宿紹介の売り上げな
ども地方から来る学
生が年々減っている
ために右肩下がりで　　　　　　　　共済部ホームページ（http://kyosaibu.jimdo.com/）
す。
その影響を受け、今年から日吉は事務員さんを雇用せず部員だけで運営しております。確かに一サークルである以上部員である私達だけで運営ができるのならいいのですが、授業との兼ね合いもあり以前のように長時間継続して部室を開放することが困難になってまいりました。
このような状況を打破すべくシフトを組んだり、共通メールアドレスを作ったり、業務を効率化させて行こうと努力しておりますが、まだまだ課題はたくさんあります。
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今まで共済部を作り上げて来られたＯＢの方々からのアドバイス、アイデア等ございましたらご連絡
ください。お待ちしております。
ノウゼンカズラ（三田）
「共済部に入って」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商学部3年　上坂　和哉
（平成25年度　共済部代表）
まず、僕の自己紹介から。僕が共済部に入部したのは2011年でした。友達の島村君に誘われて日吉部室に行きました。新歓期ということもありキャンパスは人・人・人！！中庭は勧誘の嵐でしたが、共済部室だけは静けさが広がり、まさに避難所でした。そんな嵐のような新歓期が終わり、キャンパスも静まり返り、共済部も静まり返り、だけどそんな共済部が僕は好きです。
共済部に入って僕はいろんなことを知りました。第一にここが福利厚生団体だったということ。普段から事務員の大森さんが部室に居り仕事は彼女がすべてを請け負っていたので仕事は何？と聞かれても分からないぐらいでした。2012年、共済部は変革の年を迎えました。学生自治の面から事務員さんを解雇し、業務は全て学生で運営していくというものです。これにより共済部が福利厚生団体だと実感もできました。
ここでの出会いはたくさんありました。
まず、個性豊かな数々の先輩や同期、そして後輩でした。彼らと過ごした毎日はすごく刺激的でした。新歓合宿、夏合宿、ドライブ、飲み会。すべて楽しい思い出です。
下宿紹介においては仲間たちと毎日夜遅くまで部室に残り準備に徹しました。あれもいい思い出です。
また不動産屋さんに電話をかける機会も多く、社会人の方に触れられたのもいい思い出
です。
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60年という記念すべき年に共済部に携わ
ることができて、それも代表という立場で
この共友会に参加できて、僕は大変光栄に
思います。
大公孫樹（三田）
「共済部の一年間」
経済学部2年　木村　卓之
（平成25年度　共済部日吉代表）
共済部に入ってから一年が過ぎましたので簡単に振り返っていきたいと思います。
私が共済部に来たきっかけはただのバイト探しだったのですが、部内の雰囲気に惹かれてそのまま入部することにしました。そんな経緯で入部した私も、今では仕事をちゃんとこなせるようになりました。
最初に起こった出来事の中で印象に残っていることが新歓合宿です。この旅行では共済部の先輩がどれほど個性的であるかということと、友達の性格を知ることができました。二学期に入って共済部の本格的な活動が始まりました。
下宿紹介準備の中ではいろいろな問題点を発見しました。例えば冊子の印刷を行うと、年々下宿紹介に来てくれる学生が減っているために、赤字になっていたりすることなどが見つかりました。ちなみに具体的な対策として、全ての不動産情報をデータベース化して、来た学生のニーズに合わせて検索して紹介することが出来るシステムの構築を検討しようと思います。伝統的に行われてきた壁の張り紙や冊子の印刷は廃止されてしまいますが、これなら学生に500円の負担すらかけずに済みます。
話がそれました。一年が経ち4月に入って新入生が入り、後輩が出来ました。今年の後輩は良く部室の掃除をしてくれたりする優秀な学生ばかりが入りました。
こうして共済部は新しい仲間を迎えて今日も仕事をしています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原記念館（日吉）
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　　　　　　銀杏並木（日吉）
～　編集後記　～
　創部60周年と言うと、人間にあてはめれば還暦に当たります。
人間が還暦を迎えたとき家族をはじめとした周囲の人々がお祝いするように、今年の共友会総会では色々な催しを企画して、たくさんの関係者にお越しいただき、皆でお祝いしよう♪と幹事会の意見がまとまりました。
この「共友会通信」創部60周年記念第2号は、そのいくつかある企画の一つです。

　
　「共友会通信」の第1号は50周年の際に創刊されました。それからほぼ10年、今回が第2号というのも、いかにも共友会らしい鷹揚さと申しますか暢気さと申しますか、面白いところではあります。

　しかし、この10年で共済部を取り巻く環境は大きく変わりました。現状では創部70周年のお祝いができるかどうかさえ危ぶまれる状況になりつつあります。そんな中で寄せられた原稿の中には、こうした状況に言及したものも散見されました。
　一方で、清家塾長からは共済部が「塾生自身が困っているほかの塾生を助ける」という営みを先輩から後輩に連綿と受け継いで今日に至ったことに関するお褒めのお言葉を賜りました。
　
　塾長のこのお言葉を励みに、ＯＢも現役部員もみんなで知恵を出し合い力を合わせて、より良い共済部を作っていくことができれば大変喜ばしいことと存じます。
　「塾生自身が困っているほかの塾生を助ける」という自らの存在意義を見つめ直し、より多くの塾生に愛され利用される共済部となれば、必ずや今日の総会に集まったＯＢ・現役部員が揃って創部70周年を迎えられることでしょう。　
　記念誌を名乗るのは些か憚られますが、諸先輩と現役部員を繋ぐ“通信”の機能を少しは果たしているのではないでしょうか。この「共友会通信」がＯＢ同士、そしてＯＢと現役部員相互をつなぐ「よすが」となり、共済部が次の10年に向かってスタートを切るきっかけとなれば、幹事一同これに勝る喜びはありません。「共友会通信」第3号がさらに充実したものとなるよう期待します。
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「共済部創部60周年に寄せて」





慶応義塾長　　清家　篤





　共済部が創部60周年を迎えられ、このたび記念誌を発刊されるとのこと、慶応義塾を代表してお祝い申し上げます。部を盛り立ててこられた皆様のご尽力に敬意を表します。


　塾生に下宿の案内やアルバイトの紹介をする共済部は、塾生の生活を支える福利厚生機関として、大学にとってもとても有り難い活動をしてくださっています。こうした活動を60年にわたり継続してこられたことは、「塾生自身が困っているほかの塾生を助ける」という営みを日々絶やさずに続けてこられたということです。


　  これは人を思いやる心、福澤先生の言葉で言えば「徳心」を育む場を、先輩から後輩に受け継いできたということでもあります。このたび発刊される記念誌は、共済部が継承してきた理念や築き上げてきた営みを、多くの人々が共有できるまたとない機会となることでしょう。多くの人に読まれるよう祈念致します。


　  今後も共済部のますますのご発展、そして関係の皆様のますますのご健勝を祈念申し上げます。共済部60周年まことにおめでとうございました。
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